
(財)日本木材総合情報センター
TEL:03-3816-5595　FAX:3816-5062

１. 調査実施期間 平成16年 5月20日 ～6月10日

２. 調査実施方法

　６月分の回答企業数は40社、回収率は34.2％である。

３. 判断指数の算出方法
　各調査項目について以下の方法でウェイト･ディフュージョン･インデックスを算出した

４. 調査結果の概要

(１) 荷動き動向

表-1　荷動き Weight.Ｄ.Ｉ.

 16/6月  7月  8月

仕入動向 国産材 △ 11.8 △ 16.2 △ 13.2

外材 △ 6.9 △ 4.3 △ 4.2

販売動向 国産材 △ 13.6 △ 10.6 △ 10.6

外材 △ 2.8 2.8 1.4

在庫動向 国産材 △ 10.3 △ 17.6 △ 13.2

外材 △ 10.8 △ 16.2 △ 14.9

(２) 価格動向

表-2　価格 Weight.Ｄ.Ｉ.

品　目 16/6月  7月  8月

スギ正角(グリーン) 0.0 △ 1.9 △ 1.9

スギ正角(ＫＤ) 0.0 1.9 0.0

ヒノキ正角 1.7 1.7 3.3

ヒノキ土台角 0.0 1.8 3.6

米ツガ正角(現地挽) 28.3 17.4 17.4

米ツガ防腐土台角 12.5 10.4 10.4

米ツガ割物(現地挽) 35.0 25.0 25.0

米マツ平角 27.1 18.8 16.7

北洋アカマツタルキ(現地挽) 25.0 14.6 10.4

ホワイトウッド集成管柱 20.5 11.4 6.8

レッドウッド集成平角 9.5 14.3 9.5

型枠合板(国産) 60.0 35.0 15.0

型枠合板(輸入) 56.8 31.8 15.9

針葉樹合板 59.5 35.7 21.4

　国産材は、スギ正角(グ
リーン)を除き、若干のプラ
スか、±0である。一方、外
材は全品目プラス基調であ
る。とくに品薄の米ツガ現地
挽き製品のプラス幅が大き
い。ホワイトウッド集成管柱
のプラス幅は7、8月と徐々に
小さくなっている。

　合板も針葉樹合板を中心に
プラス基調が続いている。

　仕入状況判断は、国産材、
外材ともマイナス基調である
が、国産材のマイナス幅が大
きくなっている。
　販売状況判断は、外材が
7、8月と若干プラスに転じて
いるのが目立つ。
　在庫状況判断は引き続きマ
イナス基調である。

木材製品の荷動き･価格先行き動向調査(16年6月分)

　東京､大阪､名古屋の流通企業(問屋､仲買･小売商)に対し､ＦＡＸによりアンケート調査
票を送受することにより実施した。

　Weight.Ｄ.Ｉ.(ウェイト･ディフュージョン･インデックス)＝{(｢増加｣の評価を行った
回答の割合)×2＋(｢やや増加｣の評価を行った回答の割合)－(｢減少｣の評価を行った回答
の割合)×2－(｢やや減少｣の評価を行った回答の割合)}÷２
　したがって、この割合がゼロの場合はその増加と減少が等しいことを示し、プラスに
なるほど増加が多く、逆にマイナスになるほど減少が多いことを示す。
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<参考>木材製品の荷動き･価格先行動向調査 (数値は回答に対する割合)

１.荷動き 単位:％
　　品　　目 16/6月  7月  8月 　品　目 16/6月  7月  8月

国産材 増加 0.0 0.0 0.0 米ツガ正角 上昇 0.0 0.0 4.3
やや増加 11.8 2.9 2.9 (現地挽) やや上昇 56.5 34.8 26.1
横ばい 55.9 64.7 70.6 9.0×9.0cm 横ばい 43.5 65.2 69.6
やや減少 29.4 29.4 23.5 10.5×10.5cm やや下落 0.0 0.0 0.0
減少 2.9 2.9 2.9 ×3～4m 下落 0.0 0.0 0.0

外　材 増加 2.8 0.0 0.0 米ツガ防腐 上昇 4.2 0.0 4.2
やや増加 13.9 14.3 13.9 土台角 やや上昇 20.8 20.8 16.7
横ばい 52.8 65.7 66.7 横ばい 70.8 79.2 75.0
やや減少 27.8 17.1 16.7 やや下落 4.2 0.0 4.2
減少 2.8 2.9 2.8 下落 0.0 0.0 0.0

国産材 増加 3.0 0.0 0.0 米ツガ割物 上昇 5.0 5.0 5.0
やや増加 9.1 3.0 6.1 (現地挽) やや上昇 60.0 40.0 40.0
横ばい 45.5 72.7 66.7 横ばい 35.0 55.0 55.0
やや減少 42.4 24.2 27.3 やや下落 0.0 0.0 0.0
減少 0.0 0.0 0.0 下落 0.0 0.0 0.0

外　材 増加 2.8 0.0 0.0 米マツ平角 上昇 4.2 4.2 4.2
やや増加 19.4 16.7 22.2 やや上昇 45.8 29.2 25.0
横ばい 47.2 72.2 58.3 横ばい 50.0 66.7 70.8
やや減少 30.6 11.1 19.4 やや下落 0.0 0.0 0.0
減少 0.0 0.0 0.0 下落 0.0 0.0 0.0

国産材 増加 0.0 0.0 0.0 北洋アカマツ 上昇 0.0 0.0 0.0
やや増加 11.8 5.9 2.9 タルキ やや上昇 50.0 29.2 20.8
横ばい 61.8 61.8 73.5 (現地挽) 横ばい 50.0 70.8 79.2
やや減少 20.6 23.5 17.6 やや下落 0.0 0.0 0.0
減少 5.9 8.8 5.9 下落 0.0 0.0 0.0

外　材 増加 2.7 0.0 0.0 ホワイトウッド 上昇 0.0 0.0 0.0
やや増加 8.1 10.8 2.7 集成管柱 やや上昇 40.9 22.7 18.2
横ばい 62.2 56.8 75.7 (5層国内産) 横ばい 59.1 77.3 77.3
やや減少 18.9 21.6 10.8 やや下落 0.0 0.0 4.5
減少 8.1 10.8 10.8 下落 0.0 0.0 0.0

２.価格動向 レッドウッド 上昇 0.0 0.0 0.0
　　品　　目 16/6月  7月  8月 集成平角 やや上昇 19.0 28.6 23.8
スギ正角 上昇 0.0 0.0 0.0 横ばい 81.0 71.4 71.4
(グリーン材) やや上昇 3.7 7.4 7.4 やや下落 0.0 0.0 4.8
10.5×10.5cm 横ばい 92.6 81.5 81.5 下落 0.0 0.0 0.0
×3m やや下落 3.7 11.1 11.1 型枠用合板 上昇 20.0 10.0 10.0

下落 0.0 0.0 0.0 (国産品) やや上昇 80.0 50.0 10.0
スギ正角 上昇 0.0 0.0 0.0 横ばい 0.0 40.0 80.0
(ＫＤ材) やや上昇 3.8 7.7 7.7 やや下落 0.0 0.0 0.0
10.5×10.5cm 横ばい 92.3 84.6 84.6 下落 0.0 0.0 0.0
×3m やや下落 3.8 7.7 7.7 型枠用合板 上昇 18.2 9.1 9.1

下落 0.0 0.0 0.0 (輸入品) やや上昇 77.3 45.5 13.6
ヒノキ正角 上昇 0.0 0.0 0.0 横ばい 4.5 45.5 77.3

やや上昇 10.0 6.7 6.7 やや下落 0.0 0.0 0.0
10.5×10.5cm 横ばい 83.3 90.0 93.3 下落 0.0 0.0 0.0
×3m やや下落 6.7 3.3 0.0 針葉樹 上昇 23.8 9.5 9.5

下落 0.0 0.0 0.0 構造用合板 やや上昇 71.4 52.4 23.8
ヒノキ土台角 上昇 0.0 0.0 0.0 横ばい 4.8 38.1 66.7

やや上昇 7.1 7.1 7.1 やや下落 0.0 0.0 0.0
12.0×12.0cm 横ばい 85.7 89.3 92.9 下落 0.0 0.0 0.0
×4m やや下落 7.1 3.6 0.0

下落 0.0 0.0 0.0
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<モニターからのコメント>
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連休明けガックリ、外材一方的品薄の一人相撲。(東京:問屋)

価格は上昇しそうでなかなか上昇できないようです。(東京:問屋）

為替の乱高下と産地高により、材の入手に苦労している。反面販売面では徹底した当用
買いで価格は伸びないでいる。(東京:問屋)

米マツ現地挽き製品、特に角類、平角が不足しているが、内地挽きで手当している。
(東京:問屋)

米材役物製品に高いクオリティーを求められるようになったが、現状の素材では難し
い。(東京:問屋)

コンパネも輸入品の品質が最近非常に悪いため、針葉樹合板に変えて使うようにしてい
ます。だから針葉樹合板も最近価格も大分強いようである。(東京:仲買小売)

各商品(合板･石膏ボード･断熱材等)が価格ＵＰということで見積りに苦労している。
(東京:仲買小売)

都内を車で走っているとビル等の建築現場が目につくが、当社の受注は上向いてない。
(東京:仲買小売)

問屋等は値上げの話が多い。販売価格は値上げ出来ないので苦しい。(東京:仲買小売)

連休明け、九州･四国方面からの入荷が増えて、小径木・土台角を中心に売れ行きが落ち
ている。(東京:仲買小売)

ホームセンターの進出目立つ。合板等の当社の仕入れより安く販売している。流通に対
し疑問を感じる。(東京:仲買小売)

今年も既に６月半ば、前半は非常に低調に推移したけれど、後半は多少の動きがあるの
ではないか、期待したいところ。(東京:仲買小売)

造作材需要が出てきたが、現地高国内安で新規入荷分は逆ザヤ。中国ではトラックの過
積載取締強化で運賃全般に急騰(中国国内全般)。(東京:問屋)

3


